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推進委員として指標に関して思うこと、今後のあり方と進め方についての意向 

土方敏子 

指標は自治基本条例の運用状況の把握する為の資料作りと今までずーっと思い込んでいました。取

り敢えずは資料としての然るべき形をとった上で、一旦収めて頂きたいと思っています。 

今後、資料（指標を作成した物）としての利用や活用の仕方についての議論の方が有効かと思いま

す。資料としてどう使うか？弱い部分の分析、気になるところのピックアップ、大きく開いている所は宣伝

活動の場としたり、運用・推進する為の糸口を見つける等活用、また、管理目的としても利用できるかと

思います。 

指標作成から運用・推進する方向に視点を切り替えて資料（指標を作成した物）を携えながらこれか

らを創っていく方向に切り替えて来期をスタートして欲しいと思っています。 

今期はそのためのあり方、進め方としても重要な立ち位置にあるかと思います。指標作成と併せてもう

既に小学校の取り組みとして未来に向けて条例の運用・推進が始められています。 

まだまだ始めたばかりなので経過を観ていく必要があり、継続した形で発展させていくと具体的なこ

となどが示され見えるようになってくると思っています。 

指標作成作業をこれ以上進めて行くと目的を異にしてしまうので、また、何年か後に再確認することは

大事なことかと思います。 


